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信州大理 勝 木 渥
ぼ くは物小委 の会議 にはほ とん ど休 まず出席 していて,新 しい研究計画 の話 はきき,自 分 な
りのイメー ジは抱いてきたつ もりだった。 しか し,会 議 の席上での限 られた時間 での説明か ら
ぼ くが 自分な りにえがい ていたイメー ジは,ぼ くの今い る地方大学 の現状 か ら自由であ ること
はできなか ったよ うである。ヘ リウムはおろか窒素の液化機 さえもたぬわれわれの所では,ぼ
くの研究 室の隣 に居 をか まえる実験の連中は,液 体窒素 を買 うと,そ れが空 中に霧散 して しま
う前 にで きるだけ多 くの測定 をと,徹 夜 で実験 し(こ の レポー トを書 くために念 のため確か め
た ら,昔 はよ く徹夜 でや ったが,今 ごろはそ うまではや らない とのこ とだ った),ヘ リウム温
度 での測 定には物性研 まででかけて共同利用施設 を利用す る。いつ も見て い るその ような状況
と,ぼ くが大学 を卒業す るか しないかの頃,東 北 大金 研 に入 ったヘ リウム液化機 の ことがすば
ら しいニ ュー スとして研究室 の話題 にな っていた とい う原記憶 が結 びついて,ぼ くの心 は30
年前さなが らに,ヘ リウム温度 を世に も稀な る貴 い もの として思いえがいていた。頭 では今や
ヘ リウム温度は世 にあ りふれ た何 の変哲 もない当 り前の温度 になっているのだ と老 えっっ も,
頭 と心 は別物であ った。
短期研究会の3日 間 は,こ のよ うなぼ くの心象の崩れ去 る3日 間で もあった。
まず驚いたのは計画 の壮大 さで ある。そ こに投入 され る金額 はその壮大 さの1つ の指標 であ
るだろ う。物性研 がそれ ぞれ数億ない し10億 の規模 の計画3つ(超 低温,超 強磁場,極 限 レ
ーザー) ,東 北大が億 の規模 の超低温 と,10億 の規模(総 要求額30億)の 超 強磁場,名 大の
超低温 が(メ モ しそ こな ったが恐 らく)億 の規模,等 々。これ らの壮大な計画 について,時 間
をかな りた っぷ りとって細かい所 まで詳 しく説明 がな され たので,短 時間での概括的 ・概念的
説 明 とはちが って,細 部 のアクチュア リテ ィを通 じて全体の壮大 さがび しび しとぼ くの心 にひ
びいて きた。その一方で,何 か別世界 の出来事 であるかのよ うな気 が しないで もなか った。百
万円た らずの赤字 をかかえて,今 年 は単行本 を買 うの を全面的 にス トップす るか,来 年は雑誌
をへ らすか,な ど と頭 を悩 ますのが,ぼ くに とっての現実世界なのだか ら。
地方大学所属 のメンバー が物 小委 に出るよ うにな ったのは第8期 から(1969年 以降)だ っ
た。ぼ くは地方大学が研究基地 として機能できるよ うな物質的条件 をととのえ るこ との必要性
を強調 し,重 点主義に反対 して経常研究費の充実 を主張 してきた。それは場違 いな場 での主張
としば しば見なされた。ぼ く(ら)が 「一 部 か らは ラジカ リス ト集 団 と見 られ た事 もあった」
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(伊達)ほ どに物 小委 で重点主義反対 を時 には声高 く(最 近 は沈黙 が ちに)唱 えつづ けてきた
一方で,そ こか らは全 く声の とどかない各大学か らの概算要求 を通 しての形 で,重 点主義 はか
くも見事に物性物理 の分野で も貫徹 して しまったのか,と い う思い もお さえ るこ とができなか
った。 このよ うな状況 の中で,地 方大学は,物 性物理 の分野で どのよ うな面 で意味あ る仕 事 を
するこ とがで きるのだ ろうか,近 代的工場 ができて町工場 がさびれ てつぶれてゆ く,そ んな連
想が浮 かび もした。亀が よよちよち と歩んで,よ うや くかってアキ レスがいた辺 りの地点 に辿
りついたときアキ レスはは るかに遠 く霞のかなた にいて,亀 は永久 にアキ レスに追 いつけない
これまでの物 とは桁 ちがいの物がつ くられてゆ く,そ の中にあ る物理 の話は物理の話 としてそ
れな りの面白 さを もって ききなが らも,亀 の脳裡 をよぎ るのはこ うい う思 いであ った。
2日 目の夜,地 方大学 からの参加者 が集 って会食 した。その時集 った者か ら口々に出た意見
は,枯 渇 ・飢餓 とい うよ うな言葉 で形容 す るのがふ さわ しい ような経常 的研究費の苦 しさであ
った。大 口の科研 費 をね らうか,直 接的 ・間接的に経常的研究費の増 大につなが るよ うな大学
の機構の変化 を求め るか,と い うことに しか研究継続 の経済的裏 付 けを得 る道 はなさそ うだ と
い う意見が支配的 であ った。研究会 で報告 された壮大な計画 と地方大学 におけ る物性研究 が ど
のよ うに結 びっ くか,な い し結びつけるか,と い う点にっいて具体的 なイメージを抱 くには到
ってい なかった。イメージを抱 くには余 りに もかけは なれていた。む しろ,重 点主義 の強 化に
ともなって これ までの よ うな平凡な共同利用 ができに くくな る可能性 があるのではないか とい
う点に強い危惧 の念が表 明された。この席 で出された意見の一部 は研究会 の席上で も述べ られ
たけれ ども,共 同利用 が しにく くなるのではないか との危惧 の念 はかな り深い。
この ような危惧 の念が,地 方大学 にいる者 の"ひ がみ"に 起因す る杞憂であ るこ とを切 に望
むけれ ども,研 究会 の席上気 にな る発言が ないで もなか った 。 「レーザーは素人には扱い に く
い面が あり,そ のた めに共 同利用には向かない面 があ る」 旨の説 明が,「 だか ら共同利用 でき
な くて も仕方がないんだ」 とのニュァンスを もって(と ぼ くには思えた),レ ー ザー研究者か
らなされ た点である。た しかに レーザー関係者 の話 をきいてい ると,共 同利用 にな じみに くい
面 を装置 自体が もってい るらしいこ とは見 当がつ く。 「だか ら共 同利用が どのよ うにすれ ば う
ま く行 くか,衆 知 をあつめたい」 とい う方向で老 えてほ しい と思 った 。そのこ とを指摘す る発
言 をぼ くは研究会 の席 上で した 。それ に対 して物性研所長か らは 「新 しい共 同利用 のあ り方 を
老 えてゆかねばな らぬ と思 ってい る」 との発言 があった。
超低温 ・超強磁場の話 をきいていて,ひ とつ気 にな ったこ とがあ る。物性研で も名大で も東
北大金研 で も,断 熱消磁用 あるいは高磁場発生用 の超伝導磁石 が計画通 りない しは仕様書通 り
動かないので,当 分は計画 を下 まわ った ままでゆ くとか,作 りなお しをさせてい る(2台 目 も
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落第で,今3台 目をや らせている)と かの報告 があった。東大理学部 で も超伝導磁石 を発注 し
たが,注 文 を うけた会社 はhighfieldWithzero(断熱?肖磁 をや る場所での磁場 は強 ぐ,測
定の場所 でのそれ はご くご く弱 く)の 注文が 日本か ら殺到 してい ると語 ったそ うで ある。超 伝
導磁石製作会社 の技術の限界が,日 本の超低温計画 の達成温度 を左右す る?
第3日 におこなわれた物 性試料作成 の部の報告 と討論 は,第1日,第2日 の"巨 大物性物理
学"と はちが った問題点 を示 していて,ま た別 の面 白 さがあった。後者が主 として,装 置 と技
術(と 物 理)が 問題 であ ったのに対 し,前 者 では、物理 ・化学 の問題 もさるこ となが ら,む し
ろ研究者 間の協 同関係,作 る人 と測 る人 との人間関係,そ の辺 の ところに最 大の問題 があ りそ
うなことが示唆 され ているよ うにぼ くに は思 えた。 これ とは一応別の問題 ではあるが,多 少似
た面 を もつ問題 として研究者 と技官 との問題が ある。共 同利用施 設がその施設 の保持 ・恒常的
整備 にたず さわ る技官 がほ とん どいない とい う状況 の もとで必 ず しも研究者 に とって常 に快的
に使 える状況 にはない とい う事 があ る。欧米 と比べ る時そ のことは 日本できわ めて顕著 である。
しか し,た だ欧米 と比較 して ぐち をこぼ して もは じま らない。多分,日 本 にお ける初等 ・中等
・高等教育 全般 にわた って の自然科学教育 ・技術教育 のあ りようを考 えなお すこ とか ら始 める
必要があ るだろ う。
この3日 間の短期研究会 はぼ くに とってきわ めて衝撃的な ものであ った。そ してぼ くがここ
から感 じた ものは,お そ らく,こ の将来計画 を積極的 にお しすすめよ うとしてい る人々の感 じ
とは,か な りちが った ものであ るだろ う。
計画 の壮 大な ともい うべ き巨大 さに圧倒 されなが らぼ くが感 じていたこ とは,地 方大学 にい
るぼ くの ような研究者 は,意 識的 にこのよ うな方向 とは別 のところに自分の研究分野を設定す
る方がユニークな研究 がで きるのではないか,と い うこ とだった。いわば直線的に,ま っしぐ
らに先端 へ先端へ と進ん できて このよ うな将来計画 にまで到 った,そ れはあ り得た物理 の発展
の道々の中の1つ がたまた ま現 にあ るに到 った もの。あ り得ていまだあらわれていない もっと
別 の道 があ るのではないか,地 方大学が重点主義か らお き ざりに され るとすれば,そ の条件 を
逆手 にとって,あ り得た別 の道 をさぐるチ ャンス とすべきではなかろうか とい うこ とだ った 。
そ うい う事 を感 じるぼ くを批判的 に見 るもう1人 のぼ くが同時にぼ くの中にはいた,そ の よ
うな老 えは,要 す るに敗北主義が 自己肯 定的表現の衣 をま とった ものに過 ぎない,問 題 の阿Q
的解決 に過ぎない,大 大学中心的状況への批判 を事実 上放棄 して,重 点主義 との共存 を求 める
に過 ぎない,と 。
いささか支離滅裂の感想 になったが,地方大学にいる1人 の人間 としての感想 を正直にかいてみた。
ぼ くは今年で4期12年 間物 小委 の委員 をつ とめたこ とにな る。そ の12年 間 を通 じて の,
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そして,こ の物性研の短期研究会に参加 しての感想を14文 字に託すれは
年年歳歳人相似,歳 歳年年花不同。
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